
１．首都圏地震観測網 (MeSO-net) の構築

　文部科学省は、2007（平成 19）年度より「首都直下

地震防災・減災　特別プロジェクト」を進めている。こ

のプロジェクトは、首都直下地震の震源域、将来の発生

可能性、揺れの強さを明らかにするとともに、耐震技術

の向上や地震発生直後の迅速な被害把握等の有機的な連

携を目指し、3 つのサブプロジェクトで構成されている。

　温泉地学研究所は、東京大学地震研究所や防災科学技

術研究所などともに自然地震観測による首都圏直下にお

けるプレート構造調査をおこなうために、関東平野一円

に首都圏地震観測網（MeSO-net）を構築してきた（棚

田ほか、2008）。本報告では、当所が 2008（平成 20）年

度に構築した観測点について紹介する。

　

２．2008( 平成 20) 年度に設置された地震観測装置 ( 温

泉地学研究所のみ )

2009（平成 20）年度末現在、関東平野の 178 箇所に

ボアホール型の地震観測点が構築されている。そのうち、

神奈川県には県東部を中心に 24 箇所配置されている（表

1、図 1）。

当所が設置した地点数は、2007（平成 19）年度に横

浜市に 1 箇所（棚田ほか、2008） 、2008（平成 20）年度

に相模原市に 5 箇所の計 6 箇所となった。

　図 2 には、2008（平成 20）年度新たに構築した相模

原市 5 箇所における設置位置と観測状況を示した。観測

方式は、首都圏地震観測網（MeSO-net）方式に従って

おり、データは東京大学地震研究所内のデータセンター

を経由して当所に転送されている（笠原ほか、2009）。

　図 3 は、2009（平成 21）年 9 月 15 日 01 時台の 1 時
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間記録である。5 記録とも振幅スケールは統一されてい

る。この 1 時間記録には、2009（平成 21）年 9 月 15 日

01 時 07 分静岡県東部で発生したマグニチュード 3.7 の

地震波形が描かれている。気象庁によると相模原市の揺

れは、震度 2 と 1 であった。この有感地震に対し、良好

な地震波形が５地点で得られた。

　最後に、首都圏地震観測網（MeSO-net）構築は 2 年

目を終了した段階で、日本地球惑星科学連合 2009 年大

会で「首都直下地震防災・減災特別プロジェクト」のス

ペシャルセッションが組まれ、口頭・ポスター発表数が

34 あった。そのうち本著者が関わったものを以下に列

挙しておく。

まず、首都圏地震観測網（MeSO-net）の観測体制な

どの基本データに関わることは笠原ほか（2009）や酒井

ほか（2009）、佐々木ほか（2009）、汐見ほか（2009）に

よって説明されている。次に、データ解析結果について

図１　首都圏地震観測網配置図



図２　相模原市における地震観測装置の設置場所と写真。●印が観測装置の設置場所を示す。なお、この地図は国土地

理院発行の２万５千分の１地形図「上溝」と「青野原」を用いた。



は、加藤ほか（2009）や中川ほか（2009）、吉本ほか（2009）、

行竹ほか（2009）、関根ほか（2009）が、地下構造のイ

メージングや震源分布、メカニズム解の特徴などを紹介

している。また、棚田ほか（2009）は地域防災へのアウ

トリーチ活動についてまとめている。
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表１　神奈川県内に設置された観測点座標


